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2014 Mid Winter Regatta 
 
 

帆走指示書  

 

1  適応規則  

1 . 1  R R S  2 0 1 3 - 2 0 1 6  国 際 セーリング競技規則に定義された規則を適用する。  

 

1 . 2  I R C ク ラ ス は 、 I R C 2 0 1 4 ル ー ル を 適 用 す る 。  

      ただし、 IRC 規則 22.4 は適用しない。  

 

1 . 3   JSAF 外洋特別規定 2010-2011 版のカテゴリー 5 を適用する。  

 

2  レース日程  およびレース海面  

2 . 1   レース日程  ２０１４年２月１６日 (日 ) 

 

2 . 2   永田川沖南側海面（木材港沖付近）  

 

3  クラス分けとスタート時間  

3 . 1  ク ラ ス 分 け は 次 の と お り と す る  

3 . 1 . 1  Ｉ Ｒ Ｃ  ク ラ ス … ２ ０ １ ４ 年 度 Ｉ Ｒ Ｃ 証 書 を 有 す る 艇  

    予 告 信 号  １ ０ ： ２ ５  

 

 3 . 1 . 2  オ ー プ ン  ク ラ ス … 3 . 1 . 1 以 外 の 艇  

     予 告 信 号  Ｉ Ｒ Ｃ ク ラ ス と 同 じ  

 

3 . 2  第 ２ レ ー ス の ス タ ー ト 予 告 信 号 は 、 第 １ レ ー ス の 最 終 艇 が フ ィ ニ ッ シ

ュ し て か ら １ ０ 分 以 降 と す る 。  

 

4  コ ー ス と マ ー ク  

4 . 1  風 上 ・ 風 下 コ ー ス で 第 １ レ ー ス ・ 第 ２ レ ー ス の ２ レ ー ス を お こ な う 。  

 4 . 1 . 1  第 1 レ ー ス は 、 ス タ ー ト 後 に 以 下 の マ ー ク を 左 に 見 て ２ 周 し た 後

に フ ィ ニ ッ シ ュ す る 計 ４ レ グ の コ ー ス と す る 。  

  

ス タ ー ト → 上 マ ー ク → 下 マ ー ク → 上 マ ー ク → フ ィ ニ ッ シ ュ  

   

4 . 1 . 2  第 ２ レ ー ス は 、 ス タ ー ト 後 に 以 下 の マ ー ク を 左 に 見 て ２ 周 半 し た

後 に フ ィ ニ ッ シ ュ す る 計 ５ レ グ の コ ー ス と す る 。  

 

ス タ ー ト → 上 マ ー ク → 下 マ ー ク → 上 マ ー ク → 下 マ ー ク → フ ィ ニ ッ シ ュ  

 

4 . 2  各 マ ー ク は 、 上 マ ー ク (円 筒 白 )・ 下 マ ー ク (円 筒 白 )と し 、 各 マ ー ク は

ス タ ー ト お よ び フ ィ ニ ッ シ ュ の リ ミ ッ ト マ ー ク を 兼 ね て い る 。  

   

5  スタートライン  

5 . 1  ス タ ー ト ラ イ ン は 、 ス タ ー ボ ー ド の 端 と な る 本 部 船 :（       ）

の “ オ レ ン ジ 色 旗 ” を 揚 げ た ポ ー ル と ポ ー ト の 端 の リミットマーク（円

筒 白 ）との間とする。（本部船は右に見てスタート）  

 

6  フィニッシュライン  

6 . 1  フ ィ ニ ッ シ ュ ラ イ ン は 、 ポ ー ト の 端 と な る 本 部 船 :（       ） の

“ オ レ ン ジ 色 旗 ” を 揚 げ た ポ ー ル と ス タ ー ボ ー ド の 端 の リミットマーク

（円 筒 白 ）との間とする。（本部船は左に見てフィニッシュ）  



 

7  スタート信号  

7 . 1  予告信号（５分前）  ＪＳＡＦパージ旗を展開し、短音１声を発する。  

7 . 2  準備信号（４分前）   Ｐ旗を展開し、短音１声を発する。  

7 . 3          （１分前）   Ｐ旗を降下し、短音１声を発する。  

7 . 4  スタート信号         ＪＳＡＦパージ旗を降下し、短音１声を発する。  

 

8  リコール  

8 . 1  個 別 の リ コ ー ル  

8 . 1 . 1  リコール艇があった場合は、Ｘ旗を展開し、長音１声を発する。全てのリコ

ール艇が復帰した時点で降下する。ただし、リコール解消の有無にかかわら

ず、４分後にはＸ旗を降下する  

 8 . 2  ゼネラルリコール  

8 . 1 . 2  ゼネラルリコールの場合、第１代表旗を展開し、長音２声を発する。  

     ゼネラルリコール後の、新しい予告信号は第１代表旗降下１分後とする。  

   

9  スタートの延期  

9 . 1  本部船に回答旗を展開し、短音２声を発する。降下１分後に予告信号を発する。  

 

1 0  コース短縮  

1 0 . 1  コース短縮する最終レグの回航マーク付近でマークボート :（       ）に

Ｓ旗を掲揚する。コース短縮したフィニッシング・ラインは、ス タ ー ボ ー ド

の 端 と な る 本 部 船 :（       ） の “ オ レ ン ジ 色 旗 ” を 揚 げ た ポ

ー ル と ポ ー ト の 端 の リミットマーク（円 筒 白 ）との間とする。（本部船は右

に見てスタート）  

 

1 1  タイムリミット及びレース終了時刻  

1 1 . 1  トップ艇フィニッシュ後６０分以内とする。それ以前にフィニッシュ出来なか

った艇はＤＮＦとする。  

 

1 2  リタイヤ  

1 2 . 1  リタイヤした艇は、速やかにレースコミッティに連絡しなければならない。  

  

1 3  レースの中止  

1 3 . 1  ２０１４年２月１６日  ９：００までにレース委員会より連絡する。  

  

1 4  出艇申告及び帰着申告  

1 4 .1 出艇申告  ２０１４年２月１６日  ９：３０までに参加料と出艇申告書をレース

委員会に提出すること。  

        ※ＩＲＣ  クラス出艇申告書には必ずセイル番号を記載すること。  

 

1 4 . 2  帰着申告  ゴールをもって帰着申告とする。  

 

1 5  抗議  

1 5 . 1 抗議艇はレース終了後３０分以内に提出すること。抗議料は５０００円とし、抗    

議が成立した場合は返却する。  

 

1 6  順 位 の 決 定  

 1 6 . 1  ＩＲＣ  クラス  

 ＩＲＣ証書に記載されているＴＣＣによるタイムオンタイムを採用する。  

所要時間×T.C.C.＝修正時間とし、修正時間の小さい艇を上位とする。  

 

     オープン  クラス  

 着順による所要時間の小さい艇を上位とする。  



 

1 7  表彰と表彰式  

1 7 . 1  前述により順位を決定し表彰する。  

     ＩＲＣ  クラス    １位、２位、３位  

     オープン  クラス   １位  

   

1 7 . 2   レ ー ス 結 果 と 表 彰 式  

   レ ー ス 結 果 は ２ 月 １ ７ 日 以 降 に Ｊ Ｓ Ａ Ｆ 外 洋 南 九 州 ホ ー ム ペ ー ジ に

掲 載 し ま す 。  

   表 彰 式 は ３ 月 ９ 日 篤 姫 カ ッ プ 表 彰 式 同 日 に 行 い ま す 。  

 

1 7 . 3   レ ー ス 直 後 よ り Ｋ Ｍ Ｓ の 会 議 室 に て 、 お で ん の 炊 き 出 し を 行 い ま す 。 

   同 時 に レ ー ス 参 加 艇 に 対 し て 参 加 景 品 の 抽 選 会 を 行 い ま す 。  

   

1 8  レース参加料  

1 8 . 1  ＪＳＡＦ会員艇  ３，０００円  その他の艇  ５，０００円  

  

1 9  レース委員会及びプロテスト委員会  

1 9 . 1  レ ー ス 委員長     昇  裕次郎  ０９０−３６６９−７５６３  

              田原  達也  

             

 

1 9 . 2  プ ロ テ ス ト 委員長  坂元  善行  ０９０−６２９４−９８４７  

              市来  孝夫  

               

 

2 0  責 任 の 所 在  

2 0 . 1  レ ー ス 参 加 艇 の 乗 員 及 び 船 体 の 安 全 も し く は 、海 上 な ら び に 陸 上 で の

事 故 に つ い て は 、そ の 責 任 は 全 て の レ ー ス 参 加 艇 ・ 参 加 者 が 負 う も の

と し 、 主 催 者 な ら び に レ ー ス 主 催 者 は 、 そ の 責 任 を 一 切 負 わ な い 。  

 

2 0 . 1  レ ー ス 艇 が【 ス タ ー ト す る か 否 か 】ま た は【 レ ー ス を 続 行 す る か 否 か 】

は 各 艇 の 責 任 に お い て 決 定 し な け れ ば な ら な い 。  

 

2 1  そ の 他  

2 1 . 1   ラ イ フ ジ ャ ケ ッ ト 着 用 義 務  

 Y 旗 掲 揚 (ラ イ フ ジ ャ ケ ッ ト 着 用 義 務 )の 有 無 に か か わ ら ず 、 出 艇 し た  

レ ー ス 艇 の 競 技 者 は 着 艇 す る ま で ラ イ フ ジ ャ ケ ッ ト を 着 用 し な け れ ば

な ら な い 。 但 し 、 ラ イ フ ジ ャ ケ ッ ト は 検 定 品 で あ る 必 要 は な く 自 己 責

任 に お い て 膨 張 式 や フ ロ ー テ ィ ン グ ジ ャ ケ ッ ト で も 良 い 。  

 ま た 、 こ れ ら は 艇 か ら の 抗 議 の 対 象 と は な ら な い 。  
 

2 1 . 2   競技者は故意にごみを水中に投棄してはならない。  

 

 

 主  催    ＪＳＡＦ加盟外洋南九州  

 

 運  営   ヨットチーム  Vintage 

 

 協  賛    ノースセールジャパン（高野  佳雄）  

 

      コーラウパシフィック（田中  宏昭）  

 

       


